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国葬は、国費で行われる重要な国家儀礼であり、かつ民衆を巻き込むことのできる国家行事でもある。
安倍元首相の「国葬儀」は、なぜ復活したのだろうか。

明治から現代まで国葬の変遷を通覧し、政治・社会との関連や、皇室葬儀との比較、法制度や宗教な
ど多面的な検討を通して、その実態を明らかにする。

山川歴史モノグラフ 46 

近現代日本と国葬
（上智福岡中学高等学校教諭）
前田修輔゠著
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